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取
り
組
み
の
経
緯

　
新
潟
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
介
護
保
険
法
が

平
成
12
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
翌
年
の

平
成
13
年
７
月
、
県
の
指
定
を
受
け
て

訪
問
介
護
事
業
所
を
立
ち
上
げ
、
介
護

保
険
事
業
と
し
て
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
開
始
し
た
。

　
豊
島
路
子
事
務
局
次
長
は
、「
当
時
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
（
現
在
の
介
護

職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
に
当
た
る
）

の
資
格
を
持
つ
会
員
が
何
人
か
い
て
、

資
格
を
生
か
せ
る
就
業
機
会
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
」
と
介
護
保
険
事
業
に

参
入
し
た
背
景
を
説
明
す
る
。

　
平
成
29
年
４
月
に
は
、
新
潟
市
で
介

護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業（
以

下
、
総
合
事
業
）
が
開
始
さ
れ
、
新
潟

市
Ｓ
Ｃ
で
は
同
年
度
か
ら
総
合
事
業
に

も
参
入
し
た
。

　
同
時
に
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
保

険
事
業
と
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

（
自
費
サ
ー
ビ
ス
）
と
の
連
携
を
強
化

す
る
た
め
に
、「
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

室
」を
設
置
。介
護
保
険
事
業
と
福
祉
・

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
両
方
を
推
進
し

て
い
く
体
制
を
整
え
た
。

　
令
和
６
年
７
月
現
在
、
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
室
は
、
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
豊
島
事
務
局
次
長
が
室
長
と

訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者
を
兼
務
し
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
３
人
（
介
護
福

祉
士
）、事
業
責
任
者
兼
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
担
当
１
人
（
介
護
福
祉
士
）、家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
担
当
１
人
（
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修
了
者
）
の
合
計
６
人
の

職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
室
で
提
供
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
次
の
通
り
。

●
介
護
保
険
事
業
（
介
護
保
険
適
用
）

①
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

対
象
者
：
要
介
護
１
～
５
認
定
者

従
事
者
：
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
等
の
資
格
を
持
つ
会
員

内
容
：
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
利
用
者

が
可
能
な
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
入

浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
（
身
体
介

護
）
や
、
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
、
調

理
な
ど
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
支
援（
生

活
援
助
）
を
行
う
。
セ
ン
タ
ー
で
は
主
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　新潟市ＳＣでは、平成13年 ７ 月に訪問介護事業所を立ち
上げ、訪問介護サービスの提供を開始。就業会員と利用者
の年齢が近いことをアピールして実績を積み、介護保険法
改正により平成29年度から市が総合事業を実施すると、同
事業にも参入した。「福祉・介護サービス室」を設置して介
護保険事業と福祉・家事援助サービスとの連携を強化し、
支援を必要とする地域の人たちを支えている。

介
護
保
険
事
業
開
始
か
ら
23
年

地
域
の
高
齢
者
の
日
常
を
支
え
る

公
益
社
団
法
人

新
潟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
新
潟
県
）
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に
、
比
較
的
介
護
度
が
低
い
利
用
者
へ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

②
介
護
予
防
訪
問
介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス

（
総
合
事
業
）

対
象
者
：
要
支
援
１
・
２
認
定
者
等

従
事
者
：
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
等
の
資
格
を
持
つ
会
員

内
容
：
①
と
同
じ
（
主
に
身
体
介
護
を

必
要
と
す
る
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
）。

③
訪
問
型
基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス
（
総
合

事
業
）

対
象
者
：
要
支
援
１
・
２
認
定
者
等

従
事
者
：
新
潟
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
担
い

手
養
成
研
修
を
受
け
た
会
員
等
（
介
護

福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
有
資

格
者
も
従
事
可
能
）

内
容
：
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
、
調
理

な
ど
の
生
活
援
助
（
身
体
介
護
が
不
要

な
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
）。

●
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス（
自
費
）

対
象
者
：
一
般
市
民

従
事
者
：
就
業
を
希
望
す
る
会
員
（
育

児
支
援
に
つ
い
て
は
有
資
格
者
が
従
事
）

内
容
：
家
事
援
助
（
家
庭
内
の
掃
除
、

買
い
物
、
調
理
、
洗
濯
な
ど
）、通
院
の

付
き
添
い
、
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
認

可
外
保
育
施
設
届
け
出
済
み
）
な
ど
。

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方
、

特
徴
、
実
績

　
岩
橋
光
彦
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
に
臨
む
セ
ン
タ
ー
の
姿

勢
に
つ
い
て
、「
公
益
社
団
法
人
と
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基

づ
い
て
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
仕
事
を
通
じ

て
地
域
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
利

用
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
や
、『
待
っ
て
い

た
よ
』
な
ど
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
、
う

れ
し
い
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
」

と
語
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
や
り
が
い

を
大
切
に
し
て
、
希
望
に
沿
っ
た
働
き

方
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。

　
ま
た
、「
就
業
会
員
か
ら
よ
く
聞
く
の

は
、『
自
分
が
介
護
を
し
て
も
ら
う
立
場

に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
か
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
る
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
気
持
ち
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
と
い
う
こ
と
も
、
当
セ
ン
タ
ー
の
強

み
と
い
え
ま
す
」
と
豊
島
事
務
局
次
長

は
話
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、介
護
保
険
事
業
と
福
祉・

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
利
用
者
の
中
に

は
、
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
か
ら

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
移
行
し

た
ケ
ー
ス
や
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
併
用
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

　
一
般
的
に
、
介
護
認
定
を
受
け
る
と
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
ら
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
支

援
が
始
ま
る
。
支
援
内
容
に
応
じ
て
セ

ン
タ
ー
に
も
依
頼
が
来
る
が
、
新
潟
市

Ｓ
Ｃ
の
介
護
保
険
事
業
の
評
判
は
良
く
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
の
依
頼
は
途
絶
え
る
こ
と

が
な
い
そ
う
だ
。

　
総
合
事
業
開
始
当
初
の
平
成
29
年
度

の
介
護
保
険
事
業
の
実
績
は
、
①
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
２
１
７
件
、
②
介
護
予

防
訪
問
介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス
１
１
９
件
、

③
訪
問
型
基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス
14
件
、

契
約
金
額
（
合
計
）
約
９
５
０
万
円
だ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
令
和
５
年
度

の
実
績
は
、
①
同
３
８
５
件
、
②
同
５

６
２
件
、
③
同
１
８
０
件
、
契
約
金
額

（
合
計
）
約
２
３
０
０
万
円
と
、
順
調

に
拡
大
し
て
い
る
。

「
ヘ
ル
パ
ー
必
須
研
修
」
の
様
子
。
基
本
的

な
こ
と
を
お
さ
ら
い
す
る
機
会
と
し
て
開
催

し
て
い
る
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ヘ
ル
パ
ー
登
録
会
員
は
65
人

複
数
担
当
制
を
ス
タ
ー
ト

　
令
和
６
年
３
月
末
日
時
点
で
、
介
護

保
険
事
業
に
従
事
す
る
た
め
新
潟
市
Ｓ

Ｃ
に
登
録
を
し
て
い
る
会
員
（
以
下
、

ヘ
ル
パ
ー
）
は
女
性
の
み
で
、
65
人
。

こ
の
う
ち
18
人
が
介
護
福
祉
士
、
42
人

が
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
、
５

人
が
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
担
い
手
養
成

研
修
修
了
者
で
あ
る
。
ほ
か
の
介
護
事

業
所
に
勤
め
て
い
た
会
員
も
い
れ
ば
、

セ
ン
タ
ー
会
員
に
な
っ
て
か
ら
介
護
職

員
初
任
者
研
修
等
を
受
け
た
会
員
も
い

る
と
い
う
。

　
介
護
保
険
事
業
で
提
供
し
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

（
職
員
）
が
利
用
者
の
状
況
や
居
住
地

域
等
を
踏
ま
え
て
ヘ
ル
パ
ー
を
選
定
し
、

初
回
の
就
業
時
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者
が
同
行
す
る
。

　
ま
た
最
近
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

介
護
保
険
事
業
の
利
用
者
１
人
に
対
し
、

複
数
の
ヘ
ル
パ
ー
が
付
く
、
複
数
担
当

制
を
採
用
し
実
施
し
て
い
る
。

　
「
月
曜
日
の
担
当
は
Ａ
会
員
、
水
曜

日
は
Ｂ
会
員
と
い
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
同
じ
ヘ
ル
パ
ー
に
来
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

違
う
人
が
来
て
く
れ
る
こ
と
が
刺
激
に

な
っ
て
い
い
、
と
い
う
利
用
者
も
い
ま

す
。
会
員
に
と
っ
て
も
一
対
一
で
対
応

す
る
よ
り
、
カ
バ
ー
し
合
え
る
な
ど
良

い
面
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
豊

島
事
務
局
次
長
。
今
後
も
、
複
数
担
当

制
を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

就
業
の
た
め
の
研
修
・
講
習

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
・
安
心
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
研
修

や
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
事
業
に
従
事
す
る
会
員
は
、

「
ヘ
ル
パ
ー
登
録
研
修
」
や
「
ヘ
ル
パ

ー
必
須
研
修
」
の
受
講
を
必
須
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
テ
ー
マ
ご
と
の
専
門
研

修
（
法
令
遵
守
、
接
遇
マ
ナ
ー
、
認
知

症
、
感
染
症
・
食
中
毒
予
防
、
虐
待
防

止
な
ど
）
も
開
催
し
て
い
る
。

　
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
会
員
が
講
師
と

な
る
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
た
め
の

「
基
本
講
習
会
」
や
、「
全
体
研
修
」「
区

単
位
講
習
（
傾
聴
、
調
理
実
習
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、座
談
会
等
）」

を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
希
望
者
に

は
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
養
成
研
修
（
全
国

保
育
サ
ー
ビ
ス
協
会
主
催
）
を
受
講
で

き
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

会
員
と
信
頼
関
係
を
築
く

　
介
護
保
険
事
業
、
福
祉
・
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
共
に
、
初
め
て
の
サ
ー
ビ
ス

「
全
体
研
修
」
の
様
子
。
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
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提
供
後
に
は
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

室
の
担
当
職
員
が
、
利
用
者
と
会
員
そ

れ
ぞ
れ
に
電
話
を
か
け
て
必
ず
様
子
を

尋
ね
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
利
用
者
か

ら
は
「
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と

の
声
が
多
い
そ
う
だ
。
担
当
職
員
は
、

不
安
な
ど
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
会
員
に

話
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。

　
令
和
６
年
３
月
末
日
時
点
で
、福
祉・

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
会
員
数
は

２
７
１
人
（
介
護
保
険
事
業
に
従
事
す

る
65
人
を
含
む
）。

　
「
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
は

八
つ
の
就
業
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
年
１

回
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
会
議
を
開
い
て
話

す
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
員
は
日
頃
か
ら
、
会
員
が
言
い
た
い

こ
と
、
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
く
み
取

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
豊
島
事

務
局
次
長
。

　
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
室
で
は
毎
月

１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
、
職
員

間
で
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

　
岩
橋
事
務
局
長
は
こ
の
事
業
を
重
視

し
て
お
り
、「
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
室

の
職
員
は
聞
き
上
手
な
の
で
、
会
員
と

の
信
頼
関
係
も
構
築
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
信
頼
関
係
が
で

き
て
い
る
こ
と
は
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

財
産
で
す
」
と
話
す
。

　
豊
島
事
務
局
次
長
は
、「
介
護
保
険
事

業
に
取
り
組
ん
で
、
今
年
で
23
年
。
最

初
の
頃
に
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
躍
し
た

会
員
の
中
に
は
、
現
在
、
利
用
者
と
な

っ
た
人
も
い
ま
す
。
数
あ
る
事
業
所
の

中
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
を
選
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
し
、
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語

っ
た
。

会
員
が
地
域
の
高
齢
者
を

支
え
て
い
る

　
国
が
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
令
和

６
年
４
月
か
ら
引
き
下
げ
た
こ
と
は
、

新
潟
市
Ｓ
Ｃ
の
よ
う
な
訪
問
介
護
事
業

所
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
向
か
い
風

と
な
っ
て
い
る
。

　
事
業
を
継
続
す
る
に
は
、
有
資
格
者

の
人
員
確
保
が
必
要
条
件
だ
が
、
特
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
確
保
が
恒
常

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
豊
島
事
務
局
次
長
は
、「
地
域
貢
献
に

も
つ
な
が
る
仕
事
と
し
て
、
会
員
は
や

り
が
い
を
持
っ
て
就
業
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
け
れ
ば
生
活
が
成

り
立
た
な
い
利
用
者
も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
途
切
れ
る
こ

と
な
く
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
、
努
め
て
い
き
ま
す
」
と

思
い
を
語
っ
た
。

　
岩
橋
事
務
局
長
は
、「
高
齢
化
が
進
む

中
、
介
護
に
関
わ
る
事
業
や
サ
ー
ビ
ス

は
さ
ら
に
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
が
支
援
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

努
め
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
こ
つ
こ
つ
と

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

�

（
増
山
美
智
子
）

セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
作
成
し
た
、
ヘ
ル
パ
ー

業
務
の
基
本
を
ま
と
め
た
テ
キ
ス
ト
「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

事業運営状況� （令和元年度～令和 5年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男性 女性 全体

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

令和元 2,940 1,672 4,612 1.6 3,519
（338,265） 76.3 19,888 1,557,076 25.1/74.9

2 2,856 1,559 4,415 1.6 3,221
（316,863） 73.0 18,330 1,525,984 27.1/72.9

3 2,631 1,448 4,079 1.4 3,199
（314,419） 78.4 18,129 1,506,084 27.9/72.1

4 2,538 1,443 3,981 1.4 3,131
（311,001） 78.6 16,305 1,507,015 28.3/71.7

5 2,449 1,450 3,899 1.4 3,036
（295,423） 77.9 14,993 1,497,411 28.7/71.3

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象　　　※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む
※令和 5年度以降は性別未回答の会員がいるため、会員数の男女計と全体は必ずしも一致しない


